
SCMの本質はマッチング
＋シェアリングで最適化

恵谷 本日は日本のサプライチェー
ン・ロジスティクスの世界で，最も
尖っている若手経営者の方々にお集
まり頂きました。先日催した事前打
ち合わせには事務局の菊田さんを含
めた５人が集い，かなり白熱した議
論を行ったのですが，今日はその勢
いのまま「サプライチェーン・ロジス
ティクスにおけるシェアリング・エ
コノミー」をテーマに語り合いたい
と思います。

初めに，本日のファシリテーター
として，私から３点の課題認識につ
いてお話したいと思います。 

＊
１点目は，SCMの本質とはミクロ

とマクロの両レベルにおける需給の
マッチングではないかということで
す（図表1）。昨今物流の現場では厳

しい労働者不足が指摘されていま
す。しかし，需給マッチングの考え
方に基づいてインフラ，在庫，業務
などをもっと効果的にシェアし，リ
ソースを最適化することによって，
こうした問題の解決に貢献すること
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おけるシェアリング・エコノミー
物流リソースのシェアリング／マッチングで社会的最適化へ
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流通研究社・本誌が5月に開催した「アジア・シームレス物流フォーラム2016」
セミナーより主な講演等の内容をお送りする「ハイライツ」，
今回は最も注目を集め230名以上の聴講者が押し掛けたパネルディスカッション
「サプライチェーン・ロジスティクスにおけるシェアリング・エコノミー
～物流リソースのシェアリング／マッチングで社会的最適化へ」を誌上に再現しよう。
次世代のサプライチェーン・ロジスティクスのキーワード「シェアリング」を巡り，
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はできないでしょうか？ まず，その
可能性について考えてみましょう。

２点目ですが，1980年代から加速
したグローバル化と1990年代半ばか
ら拡大したネット化により，サプラ
イチェーンは全世界に，あるいは
B2BからB2C，そしてC2Cへと拡張
すると共に，複雑化・多様化してい
ます。これによって，今日のロジステ
ィクスは，「①グローカル（グローバ
ル＋ローカル）ネットワーク構築」，「②
ソーシャルプラットフォーム構築」，

「③最適化あるいは準最適化」，「④
自動化・機械化・省力化」，そして
それらに通底する「エコ＝エコロジ
ーとエコノミーの両立」といった課
題に直面しています （図表2）。これ
らの課題解決にはマッチング＆シェ
アリングが有効な場合がありますが，
2010年代に入ってからのIoTの試み，
AIの進化とビッグデータの活用，ロ
ボティクスの進化などによってその
道筋が見え始めているように思いま
す。今後はオープンイノベーション
を用いた様々な企業や大学，研究機
関の協働によってそれらの実現が加
速するかもしれませんが，今日はオ
ープンプラットフォームの意義につ
いても考えてみたいです。

３点目は，ECロジスティクスの今
後についての論題についてです（図

表3）。ラストマイル配送におけるド
ライバー不足と高い不在再配達率，
フルフィルメントセンターにおける
作業者不足，クロスボーダーECと
ネットスーパーを支えるロジスティ
クスプラットフォーム構築，オムニ
チャネルを支えるロジスティクス構
築，そしてこれまでは差別化の観点

から語られることの多かったECロ
ジスティクスの共同化などといった
課題に対して，シェアリング・エコ
ノミーという観点から考えてみたい
と思います。

では，お三方の話に入る前に，三
井倉庫ロジスティクスがどんな取り
組みを進めているか，少しだけ紹介
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図表2 サプライチェーンの変化とロジスティクスの課題

サプライチェーンの拡張と複雑化・多様化

ネット化
（EC／SNS／Omni-Channel）

グローバル化
（開発・調達・製造・販売）

ロジスティクスの社会的課題

最適化・準最適化グローカル
ネットワーク構築

自動化・
機械化・省力化

ソーシャル
プラットフォーム構築

Ecology
Economy

図表3 ECロジスティクスの論題

●小規模な生産者や商店でも，全国・全世界規模で消費者に直販できる＋
　従来の通販よりも，時間と空間の制約が少ない。
●消費者は，日本・海外の地方の特産品やマニア向けの商品などの
　ロングテール商品でも容易に購入できる。

論題

ロングテール商品が中心

初期のEC

●高齢層（買い物に行く足がない）が牽引。
●共働き夫婦と単身生活者（買い物に行く時間がない）が牽引。
●若年層（ネットとリアルを区別しない購買活動）が牽引。
●B2Cに加えて，C2CとB2Bが多様化。
●ネットスーパーの拡がり（生鮮食品も対象に）。
●オムニチャネル（ネットとリアルの流通・販売チャネル統合）の構築。

量産品や飲食料品を含む全ての商品が対象＋ロングテール商品の多様化

現在のEC

ラストマイル配送の今後（届け方・受け取り方） フルフィルメントの今後

クロスボーダー ECのロジスティクス ネットスーパーのロジスティクス

オムニチャネルのロジスティクス ECロジスティクスの差別化と共同化

☞ ミクロ（企業・個人）とマクロ
（社会全体）の両レベルにおける
様々な需給の最適化が求められ
るサプライチェーン・マネジメン
ト（SCM）において，マッチング
は本質的な課題である。

☞ インフラ（保管・輸送・作業），
在庫，業務（人材を含む）などを
シェアリングすることにより，ロ
ジスティクスにおけるムダ・ム
ラ・ムリを削減することは，社会
的に重要な課題である。

図表1 マッチングとシェアリング
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させてください。三井倉庫グループ
のビジョンは「物流から価値を」で
すが，三井倉庫ロジスティクスにお
いては「①サプライチェーンソリュ
ーションによるお客様の企業価値と
顧客価値」と「②共同のロジスティ
クスプラットフォームによる社会的
価値」の創出・提供を目指して活動
しています。

前者を実現するために，当社では
サプライチェーン上流の製造企画，
調達，生産から，下流の販売，アフタ
ーセールス，マーチャンダイジングま
でを貫徹する各種のビジネスソリュ
ーションを提供しています。また，近
年当社が力を入れているLLP （Lead 

Logistics Partner） 事業においては，
お客様のSCMと物流を企画・戦略
レベルから包括的に支援することも
しています。
「製・配・販連携ロジスティクスプ

ラットフォーム」（図表4）においては，
製販の共同ロジスティクスセンター
や共同輸配送（国際・国内共），在庫
可視化（情報連携）など，メーカーと
リテーラー（店舗／EC／オムニチャ
ネル）双方の物流と在庫をシームレス
に最適化する取り組みを進めていま
す。このプラットフォームを構築す
る上でも，インフラ，在庫，業務の
シェアリングによるリソースの最適
化は重要です。

もう１つご紹介しておきたいのが，
「テクニカル・ロジスティクスプラッ
トフォーム」です。これは三井倉庫
ロジスティクスが培ってきたテクノ
ロジー分野でのロジスティクス・ノ
ウハウ及び全国ネットワークをフル
活用し，家電製品や家具，住宅設備，
業務機器，医療機器などのB2C及び
B2Bのラストマイル配送と設置・工
事・修理・回収などのテクニカルサ
ービスをワンストップで提供するも
のです。それらのキャパシティ・マ
ッチングを行うシステムについては
自社開発しています（図表5）。

ローソンのオープン
プラットフォーム戦略

恵谷 さて，３つの課題認識を共有
させていただいたところで，これか
ら３人のパネリストの方々に，それ
ぞれが取り組んでおられるシェアリ
ング・エコノミーについてお話しい
ただきたいと思います。ファースト
ランナーをローソンの野辺さんにお
願いできますでしょうか。

野辺 私はローソンのホームコンビ
ニエンス事業部門で，ネットビジネ
ス，オムニチャネル，ラストマイル
を担当，異業種との提携事業なども
推進しています。

コンビニエンスストア（以下，コン
ビニ）業界では周知の通り，ファミ
リーマートとサークルＫサンクスを
傘下に持つユニーグループ・ホール
ディングスが2016年９月に経営統合
し，ブランドがファミマに統一され
ます。その国内店舗数は約18,000店
と，首位のセブン-イレブン・ジャパ
ンに匹敵する規模になる。約12,000
店の私どもローソンと合わせ，集約
された上位３社が「三国志」の戦い
を繰り広げるのではと報じられてい
ます。

図表4 製・配・販連携ロジスティクスプラットフォーム

メーカー物流範囲 リテーラー物流範囲
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図表5 テクニカル・ロジスティクスプラットフォーム

ラストマイル
配送
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回収・
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しかし同じ業態として，より良い
商品を提供し，欠品を防ぎ，接客サ
ービス向上に努めるなど日々の積み
重ねの部分で努力を続けるだけにと
どまらず，次世代のコンビニのあり
方を考え，新たな転換を図る必要が
あります。次世代コンビニの実現に
は異業種連携にもチャンスがあると
当社は考えています。

ネット通販（EC）ビジネスも同様
で，体験価値の差別化において店舗
と配送機能を含めた顧客と直接のタ
ッチポイントを必要とし，リアル世
界を取り込もうとしています。しか
し配送や店舗機能を自らゼロスター
トで構築するために必要となる資金・
時間を考慮し，異業種と提携するこ
とになる。

当社の場合，以前から日本郵便と
提携していましたが，新たに2015年
４月，SGホールディングスグループ
とも提携し合弁会社SGローソンを
立ち上げました。EC業者，物流業者，
コンビニがそれぞれ縦割りでなく複
数の業者と組み，複雑に競合しなが
らつながり合う，という大きな変化
が起こっているのです。

こうした変化の背景にある社会的
環境で，最大の課題は人口減少でし
ょう。消費者と働き手が不足して取
り合いになり，長期的にはコンビニ
エンスストアといえども１社で規模
経済を維持するのは困難かも知れな
い。

逆に顧客の求めるサービスレベル
は当日配送，１時間配送などさらに
高度化し，コストは上がっています。
当社単独で店舗から宅配サービスを

行うには，仮に行き帰り30分かかる
とすると時給1,000円であれば配送
費500円がかかる。しかしサービス
向上とコストダウンの両立を諦めた
らビジネスは終わり。スケールメリ
ットを維持し，高レベルの配送サー
ビスを高い生産性の上で実現する必
要がある。

百貨店，GMS（総合スーパー），SM
（食品スーパー），専門店，コンビニと
いう小売全体で眺めた時，EC事業
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図表6 ローソンのオープンプラットフォーム戦略
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ものを統合を進め，３温度帯物流セ
ンターの効率運営を進めています。

この分野では，ネットスーパー事
業のポテンシャルが注目されます。
ただし市場の成長に対しスケールメ
リットでオペレーションコストを抑え
る取り組みが追い付かず，撤退する
例も多い。そこで当社が展開するロ
ーソンフレッシュと楽天が展開する
ネットスーパー，楽天マートの商物
業務を2015年に統合しました。座間
統合ECセンターで共同調達・ベンダ
ー管理のMDプラットフォームと，３
温度帯センターの物流プラットフォ
ームを構築しています（図表7）。それ

ぞれ規模が倍増，センターの共有に
より機能を重ねることでスケールメ
リットとコスト効率を高めることが
できます。

もう１つはラストマイルにおける
シェアリングで，前述の通り昨年，
SGホールディングスと合弁会社SG
ローソンを立ち上げました。今まで
は加盟店に店舗からの宅配を任せて
いましたが，通常のアルバイト確保
が精一杯で宅配までは手が回らず伸
び悩んでいました。そこで他業界と
組んで稼働率を上げようと，佐川急
便の配送業務にローソンの商品お届
けを載せることで働き手・仕事・時

者はコンビニ，専門店，SMだけでな
く，GMS，百貨店の顧客も取りに入
っています。押し寄せるECの攻勢
にリアルな小売業がどう立ち向かう
か。コンビニがそこで踏みとどまっ
ていられるのは，３温度帯の全国物
流ネットワークを握っているからで
す。これをインフラとしてECなどの
提携企業に開放し，３温度帯配送を
活用し店舗で受け取る。結果として
顧客の利便性を高め，来店誘導にも
繋げることができる。

こうした発想でローソンは，「オ
ープンな異業種連携で価値あるプラ
ットフォームを作る」チャレンジを
開始しました。コンビニ事業基盤を
開放し，他業種連携でプラットフォ
ームの魅力度向上を目指す「オープ
ンプラットフォーム戦略」です（図表
6）。

ローソンでは国内12,000店舗向け
に日々３回の納品配送を行い，取扱
額は年間２兆円に上ります。これだ
けの規模を持つ常温・チルド・冷凍
と３温度帯管理が可能なインフラは，
大手宅配会社も持っていない。これ
をシェアしてB2Cのお届けサービス
につなぐ，「配送ネットワークのオ
ープン化」を進めることが１つ。

またコンビニ店舗での受け取り機
能をシェアし，24時間いつでも受け
取れる／各宅配会社への荷物を店頭
で取次ぐ「拠点のオープン化」。宅
配の不在・再配達率が30%に上ると
いう非効率性を低減するとともに，
取りに来た顧客に店頭で買い合わせ
していただける効果も見込めます。

一方で当社はネットスーパー事業
であるローソンフレッシュを立ち上
げたほか，青果・食品宅配事業にも
出資しており，有機栽培野菜を扱う
らでぃっしゅぼーや，大地を守る会
の２社で350億円の取扱額がありま
す。成城石井を含め，各社が別々に
物流センターを保有，配送していた

図表8 小商圏配送のプラットフォーム化

●ローソンフレッシュ
●大地を守る会
●楽天マート
●らでぃっしゅぼーや

共同事業会社 一括配送受託
生産性の高い配送を実現

不在時には
近隣CVS店舗
受け取りの促進

定期食品宅配

半径500m内
軽荷物の配送委託

半径500m
半径
500m

CVS宅配商品に委託

図表7 CVS＋3温度帯ECオープンプラットフォーム

●ローソン　●ローソンフレッシュ　●ナチュラルローソン
●成城石井　●大地を守る会　●らでぃっしゅぼーや

生鮮・青果・健康食品（14,000SKU）
1都7県：翌日お届け

座間統合
ECセンター

Loppi取寄せ店頭受取 半径500m配送 　御用聞き 中継地点 　配送委託先共有

●楽天マート　●J:COM

注文・配送・受取プラットフォーム

生活支援強化機能解放

MDプラットフォーム（共同調達・ベンダー管理）

物流プラットフォーム（三温度帯センター）
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間をシェアすることにしたのです。
店舗半径500m以内の小商圏に特

化し，配送・宅配・御用聞き等お客
様のニーズにワンストップで応える
サービスの確立を目指しています

（図表8）。在宅率の高い午前に宅配
便配達，午後に高齢者宅などの御用
聞き，帰宅が始まる夕方以降にまた
配達と，それぞれルートで回ってコ
ストを下げる。より細かいメッシュ
で業務を多層化することが必要であ
り，一部地域では佐川急便と競合関
係にあるに日本郵便の荷物の配送も
重ねる実験を行っています。

この小商圏配送に，今後は３温度
帯商品配送も重ねてさらにサービス
レベルを上げ，単位コストを下げよ
うと考えています。加えて，担当者
訪問時にはタブレットを活用し，公
共料金支払いなどコンビニのカウン
ターサービスの機能提供など，宅配
機能を有効活用し，サービス多重化
を目指しています。

コールセンターと配送担当者が連
携し，タブレットにリアルタイムで
情報共有，訪問してお客様の個々の
状況やニーズを把握し最適なサービ
スを提供し，商圏・顧客情報をマー
ケティングに活用することもでき
る。こうしてSGローソンは小売・
配送ネットワークのインフラを提供
する事業として，「マチにとってなく
てはならない存在に」，マチを幸せに

するという理念を掲げ，取り組んで
いきます。

以上のように，プラットフォーム
の価値を高めることが差別化に通じ
るとの発想から，自前主義でなくオ
ープン化を進め，異業種とも連携し
価値を高めていくのがローソンの戦
略です。当社の持つプラットフォー
ムと外部の多様なアイデア・テクノ
ロジーを融合し，イノベーションに
チャレンジして行きたい（図表9）。
一緒に協業を検討したい方があれ
ば，声をかけてください。日本の未
来のため，一緒に役に立てればと考
えています。

恵谷 野辺さん，とてもエキサイテ

ィングな話をありがとうございまし
た。コンビニの店舗と物流ネットワ
ークなどのインフラを異業種に開放
することによって生まれてくるオー
プンプラットフォームには，非常に
大きな可能性と社会的な意義を感じ
ます。コンビニをハブとしたビジネ
スにはまだまだ拡がりがあるのだと，
素晴らしくワクワクした気分になり
ました。

スマホアプリでオンライン
求貨求車サービス

恵谷 では続いて，気鋭のベンチャ
ー企業経営者，ラクスルの松本さん
にお願いします。印刷業界において
シェアリング・エコノミー型のビジ
ネスモデルを確立された松本さんは，
物流業界にも「軽貨物配送のシェア
リング・エコノミー」というテーマ
を掲げて参入し，そのビジネスの仕
組みを変えるべく新たな挑戦をされ
ています。

松本 当社は2009年，「仕組みを変
えれば，世界はもっと良くなる」を経
営ビジョンに設立しました。インタ
ーネットを使って新しい商流の形を

パネルディスカッション   サプライチェーン・ロジスティクスにおけるシェアリング・エコノミー

図表9 イノベーションへのチャレンジ

ラストマイル・ヘルスケア

●O2O連携・シェアリング
●規制緩和対応，調剤併設
●御用聞き基盤，顧客・商圏DB

フィンテック・IoT

●オフサイト決済
●決済，ポイント，CRM連携
●見守り対応

人工知能とCRM

●マスマーケティングからの転換
●ビッグデータの本格活用
●AIをビジネスにビルトイン

ワークシェアリング

●慢性的な働き手の不足
●シニア・主婦の活用
●テクノロジーによるマッチング
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作ろうと，全国の中小印刷会社の空
きリソースを活用して早く・安くサ
ービスを提供するビジネスに取り組
んできましたが，７年目となる2015
年の10月に運送業界の新事業として

「ハコベル」を立ち上げました。
現在の従業員160人はほぼラクス

ル事業を担当しており，ハコベルは
まだ６人程度。ロジスティクスとい
う広い範囲ではなく，Ａ地点からＢ
地点へトラックで荷物を運ぶ，もし
くは○時間トラックを貸し切る，と

いうシンプルな機能に絞り込み，ネ
ットでサービスを提供しています。
　 ハコベルとは，PC・スマホアプ
リから「すばやく」「かんたん」に荷
物の配送予約ができるオンライン求
貨求車サービスです。各運送会社の
非稼働時間で配送することにより，
高品質かつ安価にご利用いただける
仕組みを開発しました（図表10）。

荷主や物流会社がトラックをチャ
ーターして荷物を送りたいとき，発
着地点と集荷希望時間，トラックの

サイズなどをパソコンかスマホで入
力してもらいます。軽ワゴン車によ
るカーゴ便，軽トラック便，小型ト
ラック便，中型トラック便が選べ，地
図で発着地点を入力すると料金が出
ます。冷蔵・冷凍・GPSトラッキン
グなどのオプションも選べます。

現在は関東中心で集荷対応エリア
を東京都，神奈川県，埼玉県，千葉
県，福岡県としており（順次拡大予定），
個人事業主のドライバー，トラック
会社750社に登録いただいています。
ドライバーまたは配車マンは案件が
届いたら，「この仕事でこの時間な
ら受ける・受けない」を判断する。
マッチングか成立したら荷物をピッ
クアップして運ぶという流れになり
ます。昨年12月にサービスを開始し，
現在は１日50件前後を扱っています。
現在までのマッチング率（当社調べ）
は96%になっています。

業務はドライバーのスマホアプリ
ベースで連携・管理しているため，
今どこを走っている，何分後に着く，
集配が終わった，といった現在状況
がすべてリアルタイム見える化でき
ます。お客様にとってはこうした質
の高いサービスを簡単に・早く・安
く得られるのが最大のメリットにな
ります（図表11）。

大型トラックによる都市間輸送で
なく，軽・小・中型トラックによる
都市内配送の不定期便に特化してお
り，スポット中心のサービスでした
が，今後は〈ハコベル定期便〉もリ
リース予定です。

ドライバー・トラック会社のメリ
ットとしては，料金が明瞭で，自分
の空いている時間に好きな仕事だけ
を受けられること。その仕事を取ら
なくても以後の案件は流れる仕組み
にしています。ドライバーの仕事は
午前配送が多いため12～17時は空
いていることが多く，需給ギャップ
が出やすいので，午後便は価格設定

図表11 ハコベルのサービスの特徴

かんたん 早い 安い

明瞭 スムーズ 安心

ネット注文だから
簡単，早い

最適なドライバーと
すぐにマッチング

運送会社の非稼働時間で
配送するから，料金がお得

注文前に見積価格が
分かるから安心

荷物の配送状況を
いつでも確認可能

お客様評価で
ドライバーをチェック

他社

¥5,260

ハコベル

¥4,500

集荷地点まで
あと15分

見積もり金額 ¥4,500
見積もり金額

¥4,500

図表10 「ハコベル」（hacobell）サービスの仕組み

今すぐ運んでもらえる
運送業社を探したい！

空き時間をもっと
埋めて，稼ぎたい！

運送会社

運送会社

運送会社

運送会社お客様

注文 受注

A

B

C
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をして需要を寄せています。
もう１つの特徴は「安心」。実運送

会社と直接やり取りできるため確実
なのと，配送完了後，顧客が星の数
で直接ドライバーを評価する仕組み
を導入しており，評価の高い運送業
者のみを手配することで，品質の高
いサービス提供を支援しています。

これには「ありがとう，助かった」
などのコメントも書き込め，ドライ
バーは感謝の気持ちを受け取りモチ
ベーションになる。逆に評価が低い
と仕事を回されない。通常，配送品
質向上の対策としては「トレーニン
グ」が重視されてきましたが，ハコ
ベルでは「フィードバック」でそれ
を実現しています。

なお〈ハコベル定期便〉ではまと
めて10～20台の手配も可能にし，顧
客が設定した料金体系で業者を引っ
張れるのが特徴です。足りない時に
は料金を上げて「この条件でどうか」
とマッチングを図れる。業務管理は
アプリの画面上で一括して行えます。
ルート組みの仕組みも荷主に提供で
き，トラック会社には無料で提供し
ています（図表12）。

運送業界では従来，多重下請け構

造で実際に物を運ぶドライバーと顧
客がやり取りできない場合が多かっ
たのに対し，顧客が直接，仕事を安
心して頼めます。料金は荷主が決め，
受けるかどうかは業者が判断する。
我々は直接介在しない形で「配送シ
ェアリングのプラットフォーム」を
提供しているのです。

今後もECが確実に拡大する一方，
ラストマイルの運び手が足りないと
言われます。一方で個人の配送車両
登録は16万台もある。お互いが困
っている部分をつなぐインフラにな
るサービスを提供して行きたいと考
えています。現在，加盟トラック会
社を募集しており，登録費・会員費
は無料としているので，ぜひ当社サ
イトをご覧いただければと思います。

恵谷 松本さん，ありがとうござい
ました。テクノロジーを駆使した需
給のマッチングだけではなく，カス
タマーエクスペリエンスを重視した

「関係性」構築をも仕組み化しようと
する，まさに「軽貨物配送のUBER

（ウーバー）」と言える取り組みです
ね。多数の運送会社・ドライバーと
多数の荷主・個人が顔の見える関係

でつながり合える，とても興味深い
モデルだと思います。

「限界費用ゼロ社会」に
広がる，シェアリングの
可能性

恵谷 では，いよいよ大トリとして
シーオスの松島さんにご登場いただ
きます。さらに尖った話がお聞きで
きるのではと期待しています。松島
さん，よろしくお願いします！

松島 ジェレミー・リフキンは「限
界費用ゼロ社会〈モノのインターネ
ット〉と共有型経済の台頭」の中で，
コミュニケーション，エネルギー，
ロジスティクス／サプライチェーン
の限界費用（生産量を１単位だけ増加
させたときに増える総費用）が，ゼロ
に近づく社会が実現すると言ってい
ます。事実，再生可能エネルギーを
ネットワークで共有すれば付加コス
トがゼロに近くなる。省電力システ
ムでM2M通信が超低価格で利用で
きる時代になっています。

リフキンは歴史的にもエネルギー，
コミュニケーション，ロジスティク

スが同じレベルで変化したと
きに，産業革命が起きてきた
と指摘します。シェアリング・
エコノミ―では，それを保有
／占有する人をホスト，利用
する人をゲストと呼びます
が，ホストが持つ固定コスト
の仕組みに多くのゲストが参
加しビジネスが成立すれば，
利益が上がるはずです。

2020年までに全世界で300
億個以上のセンサが様々な設
備機器に装着されると言われ，
うち45億個がロジスティクス
／サプライチェーンの領域だ
と言われています。自動運転
が可能になるのも，3Dカメラ

パネルディスカッション   サプライチェーン・ロジスティクスにおけるシェアリング・エコノミー

図表12 ハコベル定期便のサービスの特徴

❶ 荷主が設定する料金で直接ドライバーを募集できる
❷ 全てのドライバーをリアルタイムに管理できる
❸ ルート組みをシステム上で自動にできる
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センサやレーダーなどのセンシング
技術で自己位置と周囲認識できるか
らです。ロジスティクスの末端のセ
ンサから取得した情報がリアルタイ
ムに共有できるようになると，限界
費用が限りなくゼロに近い条件でシ
ェアリングできる時代が来るという
ことなのです。

当社シーオスは，「ロジスティク
スも，変わる」を掲げ，医療や携帯
通信，製造業，コンビニを含む流通
事業者などのロジスティクスシステ
ム構築などBtoB事業を行うと同時
に，ライフスタイルスポーツ分野の

出版，ネットメディア，ネット通販，
トレーニングやレースなどのリアル
体験事業にも参入。近年はIoTを使
ったロジスティクスのシェアリング
事業にも挑んでいます。

シェアリングの対象となるロジス
ティクスの４大リソースは以下です。
①Goods（在庫・商品）
②Spaces（在庫を保管する空間）
③Tasks（人やロボットが行う仕事）
④Transportation（車・鉄道・ドロー

ンなどの輸送手段）
このすべてをセンサでつなぎ，そ

れぞれを当社のアルゴリズム群

〈DReC，OpSAS，Xble，Quent〉
で制御し，トランザクションをビッ
グデータとして活用してさらに新た
なアルゴリズムやオペレーショナル
AIを開発しています。トラック１
台に複数のセンサを取り付け，リア
ルタイム情報を取得し，ダイレクト
ルーティングしているのは１つの例
です。またシーオスのピッキング補
助ロボットでは，赤外線レーザーセ
ンサとRGB-Dカメラのセンシングに
よる制御で自己位置認識による自動
運転を実現しています。

すると何が起こるか。「中央制御
室」が不要になります。誰かがデー
タを集めて並べ替え，相談して判断
していたのでは，もはや間に合わな
い。荷主から元請けを経て孫請け・
ひ孫請けと情報が伝達されるので
は，遅すぎる。Peer to Peer（ピア・
トゥ・ピア，P2P；複数の端末間で通信
する際のアーキテクチャの１つで対等

の者［Peer］同士が通信する方式）で，
最適なところに直接情報が流れてい
く仕組みで，水平型・共同型のエコ
ノミーになっていくのです。

以下には先の①Goods，②Spaces，
③Tasks，④Transportationの視点
から，シェアリングを支援するシー
オスの事例を紹介します。

図表13 ニューロン型オムニチャネル・DReC

一般的な商品の流れ ニューロン型オムニチャネル「DReC」
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①Goods
決まった物流拠点や工場だけでな

く，あらゆる場所が管理・活用可能
になれば，在庫はどこに置いてもよ
い。ニューロンのようにセンサネッ
トワークを張り巡らし，ダイナミッ
クに変化可能にした一例が図表13
で，特定の拠点や配送ルートに依存
しない，ニューロン（神経細胞）型オ
ムニチャネル「DReC」（ドレック）を
活用。メーカー・倉庫・店舗・空き
ビルに作った臨時スペースなど，
様々な場所の在庫をシェアし，最適
な輸配送を可能にしました。

②Spaces
中央制御室で空間の稼働率を把握

しようとしたら，大規模なシステム
インテグレーションとWMS開発が
必要になります。しかし3Dでセン
サを走らせ，内部空間を３次元制御
する「OpSAS」（オプサス）で空いた
空間情報をタイムリーに共有，１つ
の棚を数社でシェアリングすること
も可能です（図表14左）。

標準化したケースを利用するため，
顧客ごとに棚を分ける必要がなく，
ケース単位でスペースのシェアリン
グが可能。またドローン，ロボット
を使った空間情報の収集と自動マッ
ピング（3D SLAM）でシェアする体
積を自動的に計算することも可能に
なっています（図表14右）。

③Tasks
次にTasksのシェアリングでは，
図表15のようにカメラやiBeaconを
使った動線管理で誰がどこにいるか
を把握， 作業進捗に応じてタブレッ
ト端末へ次の仕事を送信します。担
当者は自分がどの顧客の作業をして
いるか意識せず，最適なルートで倉
庫内業務を行う。つまり顧客ごとに
作業員を張り付けることなく，倉庫
内の作業員で複数顧客の仕事をシェ
アリングできるのです。

④Transportation
大手コンビニや大手メーカー物流

などで図表16の実績があります。
TMS「Quent」（クエント）とスマホを
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図表15 庫内の仕事のシェアリング

AIを用いて作業ルートを最適化するため，新人にもベテランと同じように作業を
任せることができ，ベテランの作業員をより付加価値の高い業務にアサインできる。

図表14 内部空間を3次元制御しシェアリング

3D SLAM by Drone（image）
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ソラコムの格安M2M通信で結び，
タイムリーに温度情報が取得でき，
扉の開け閉めによる温度変化もIoT
センシングできます。AIによる自動
ルーティングで，誰でも配送業務を
効率的に行え，積載率の見える化で
複数社の配送車両を統合管理し，３
温度帯配送も統合・シェアリングし
ました。ODB2に接続した安全運転
診断も他社との連携でとり入れまし
た。

◆BtoBリソースのBtoC利用
移動可能な什器を活用することで，

時間帯によって活用されてないスペ
ースを社内の福利厚生で利用してい
ます。これをBtoCに解放する取り
組みに挑んでいます。夕方BtoB業
務が終了した後は棚を移動し，スピ
ニングバイクを使ったトレーニング
やバスケット，フットサルのコート
などBtoC用にスペースをシェアリン
グしたいと考えました（図表17）。
センサによる無人セキュリティーと
ゲストの使用状況のレーティングに
より，人件費を増やすことなく安全
なシェアリングを実現します。競技
用のラインはプロジェクションマッ
ピングで描くことでこれまでにない
体験も提供でき，映像をクラウドを

通じて配信することで新しいスポー
ツメディアを提供することも考えて
います。

恵谷 松島さん，とても刺激的なお
話をありがとうございました。Peer 
to Peerは，マッチング＆シェアリ
ングにおける情報伝達や意思決定に
ついて考える上で非常に重要な概念
だと思います。私的な印象で恐縮で
すが，かつて海のシルクロードを支
えた，ヌサンタラ＆インド洋世界の
海人たちによる「自律分散型交易ネ

ットワーク」のことをふと思い出しま
した。リアルタイムの可視化とPeer 
to Peerの繋がりによって，中央制
御なしに自己組織化されていく世界
が具体的にイメージできたように思
います。

テクノロジーによる
リアルタイム見える化がカギ

恵谷 以上のお話を通してお互いに
触発されたことがあると思いますの
で，３人のパネラーの方々にもう一

図表17 BtoBスペースのBtoCシェアリング

BtoB BtoC

9:00

空き 空き空き

13:00 18:00 19:00

図表16 TMS「Quent」（クエント）で配送車両シェアリング

スマートフォン

ODB2

居眠り
センサ

光センサ

温度センサ

扉センサ

重量センサ
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言ずつお願いできますか。

野辺 皆さんの発言を聞き，改めて
「テクノロジー」と「アイデア」が勝
負だなと思いました。コンビニ業界
は規模も大きく，過去の延長線で考
えると自由な発想が出にくい。新し
いアイデアやテクノロジーを活用す
るためにも，外の世界と連携してト
ライ＆エラーを続けていくことが大
事だと感じました。

　
松本 私は事前打ち合わせで野辺さ

ん，松島さんが「ドライバーは実は
不足していない」と言われたのがと
ても印象的でした。ドライバーは需
要が多く供給が少ないと思っていた
のが，供給はあるが効率化されてい
ない，マッチングが非効率なだけな
んだと気付きましたが，今もそれを
確信できました。

ローソンさんのように１社のトラ
ンスフォームでなく，オープン化で
事業環境全体からダイナミックにオ
ペレーションを改善し，キャパシテ
ィを確保する。松島さんのテクノロ
ジーでの業務改善も，新しい価値を
提供できる。当社もテクノロジーで
オペレーション，業界を変えていき
たいと考えています。

松島 私はコンサル会社時代，ロジ
スティクス改善提案を難しく考えて
いたのですが，タイムリーに「これ
だけムダがある」ことを見せれば，
顧客はそれに気付き，迅速に判断し
てくれることに気付きました。

AIやビッグデータとかのレベル以
前に，今の状況をリアルタイムに見え
る化し，人が迅速に判断できるよう
にすることが必要なのだと思いま
す。

松本 ハコベルなら，ドライバーま
たは運行管理者・配車マンに情報を

リアルタイムに提供し，判断可能に
します。今トラックにどれだけ容積
が空いているか，どのルートを走っ
ているかまでセンシングすることで，
近くにお客様がいて集荷してほしい
という時，スマホにルート案内を流
してマッチングできればすぐに対応
できる。電話では間に合いません。

ただリアルタイム見える化した人
が，実際にオペレーションを動かす
ことが重要です。シェアするオペレ
ーションと改善がリンクせずテクノ
ロジーが分離しないよう，融合させ
ることがポイントで，そのためには人
材・組織の充実が重要だと思います。

恵谷 見える化＆即時対応というの
は非常に重要なポイントですね。不
完全な見える化，ワンクッション置
いた対応では，効果的なマッチング
＆シェアリングは実現しないと思い
ます。では，ここで会場からもご意
見やご質問を募りたいと思います。
皆さん，いかがでしょうか。

会場A ローソンにもさらにテクノ
ロジーが必要とのことでしたが，ど
んな取り組みをお考えですか。

野辺 ローソン店舗では3,000～
3,500の商品を置いていますが，お客
様の嗜好が多様化し，品揃えを固定
していては売れない時代になってい
ます。小商圏のニーズに敏感に反応
し，機動的に多品種をカバーするた
め購買データ・店舗動態データの蓄
積や，AIを活用した自動化などにチ
ャレンジしています。

ロジスティクスの観点では，より
お客様に近い場所での流通加工機能
の構築が必要で，それには今までの
サプライチェーンではダメ。在庫の
分散配置・適正化によるリードタイ
ム短縮や食品調理を含めた多機能化
が必要と思っています。

会場B ロジスティクスでシェアリ
ングが進まなかった理由として，仕
組みが複雑，テクノロジー，人材供
給の３つがあったと思いますが，他
には？

松島 これまで見えていなかったこ
とも，倉庫や車の現場では見えてい
ました。だがそれではシェアできな
い。ネットワークでタイムリーにつ
ながることが不可欠です。そうでな
ければ動き続ける物流でのシェアリ
ングはできないでしょう。

恵谷 会場の皆さま，ありがとうご
ざいました。では，再びパネリスト
の方々による討議を続けさせていた
だきます。

荷主と事業者双方にメリット
で物流の明るい未来

恵谷 松本さんにお伺いします。ハ
コベルに登録しているドライバーに
もいろいろな方がいらっしゃると思
います。UBER対タクシー業界の論
争の中でもよく提起されるのが，顧
客対応を含めた品質レベル維持とい
う課題ですが，その点についてはい
かがでしょうか？

松本 ポイントは先にも触れた相互
評価です。従来のサービスオペレー
ション企業の品質改善はトレーニン
グを基本とするのに対し，我々は評
価の高い人にインセンティブを与え，
悪い評価，たとえば顧客が最低評価
を付けると半年間はキックアウトさ
れ，仕事が回らなくなります。その繰
り返しによって，最高の品質は作れ
ないのですが，最低レベルが底上げ
できる。UBERでも同様な評価の仕
組みによって，ハイヤーのようなレ
ベルではないが不快に感じない安定
したレベルが維持されているのです。
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松島 ただしそのためには供給を増
やさないといけませんね。ある業者
がキックアウトされたら，ウェイテ
ィングに回っていた別の業者が入る
という循環が働く必要があると思い
ます。

恵谷 おっしゃる通りですね。では，
野辺さんにお伺いします。先ほどロ
ーソンのオープンプラットフォーム
戦略についてお話してくださいまし
たが，コンビニ業界にはクローズド
戦略を掲げる企業もいらっしゃいま
すね。これからのソーシャルプラッ
トフォーム構築をめぐって，オープ
ン対クローズドといった戦いの構図
になっていくのでしょうか？

野辺 コンビニ業界では，今まで自
社グループ内でまとめるクローズ化
路線だったのが，経営体制が変化し，
今後はオープン化に転ずる可能性も
あると見ています。オープン化が進
む中では，弱者連合でなく，お客様
から評価される，質の高いサービス
の連携が必要です。だから提携先の
選択は重要であり，イノベーション
に先行して取り組むことで優位性を
保てるのではと考えています。

恵谷 なるほど，ありがとうござい
ます。再び松本さんにお聞きします。
トラックによる輸配送の世界には，
以前から様々な求貨求車マッチング
の仕組みがあります。ハコベルが何
によってそれらとの差別化を図るの
かについて再度明確にしていただく
と共に，ハコベルによって軽貨物運
送の世界におけるヒエラルキーがど
う変わりうるのかについてお話しい
ただけますか？

松本 確かにハコベルは従来の業界
の組合組織や求貨求車システムと，
本質的な違いはありません。大きな
違いはテクノロジーによる見える化
で，圧倒的に顧客と実運送会社・ド
ライバーの両者を結びつけているこ
と。多重下請け構造の中間に入り，
徹底的な見える化により非効率な下
請け構造を打破するプラットフォー
ムになりたいと考えています。

野辺さんの言われる大きな荷主の
連合体からも，ドライバーは搾取さ
れる立場でなく，互いにメリットを
取り合えるよう，双方にとって明る
い未来を作っていきたいですね。

恵谷 日本の物流の仕事では，ゼネ

コン的な役割を果たす元請けの下に
下請け，孫請け，ひ孫請けといった
形で企業が連なるケースがよく見ら
れます。しかし，ただ中間に入るだ
けで付加価値を生み出さない存在が
淘汰されていくのは世の常ですので，
ハコベルのようなプラットフォーム
ができていく中で，それぞれの企業
が自己の存在意義や創出・提供する
価値について考える必要があります
ね。

では，最後の締めとして大トリの
松島さん，よろしくお願いいたしま
す。

松島 私も松本さんの意見に大賛成
です。物流はあくまでも手段であっ
て，お客様へのアウトプットとして
何が貢献できるのかを常に考える必
要がある。

その時，ウォークマンとiPod，
iPhoneの違いが参考になるでしょ
う。iPhoneはカリフォルニアでデ
ザインし，中国で生産されている。
水平統合と垂直統合の世界です。そ
れによって価値を最大化し，顧客に
提供することが大事なのです。同じ
ように顧客の本当のニーズを理解
し，それに応えるアプリケーション
を提供できるかが，ロジスティクス
の分野でもこれから問われるのだと
思います。

恵谷 松島さん，適切なまとめをあ
りがとうございます。「インダストリ
ー4.0」の時代と言われる今日，変
容を求められているのは製造の世界
だけなのではなく，ロジスティクス
の世界も同様なのだと理解しました。
まだ語り尽くせない思いでいっぱい
ですが，残念ながらここでタイムオ
ーバーです。皆様，本日は最後まで
ご清聴いただき，誠にありがとうご
ざいました。（拍手）
（2016.5.20，東京流通センター）	 MF

参加者であふれたディスカッション会場
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